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＋ 4.8%）となり、すべての校種で増加している。
特に、中学生は 2006 年以降で最高値を示してい
る。
この調査から、中学生の平均読書が減少してい
ること、1か月間に 1冊も本を読まない不読者の
割合が中学、高校共に前年度より増えている現状
が伺える。注目すべきは、高校の不読者数が多い
ことである。

（2）16歳以上を対象にした読書量の相違
2023 年の文化庁による 16 歳以上を対象にした

「国語に関する世論調査」では、「あなたは現在、
1か月に大体何冊くらい本を読んでいますか。（電
子書籍を含むが、雑誌や漫画は 除く）」の質問に
対して、「読まない」が 62.6％（前回比＋ 15.3%）
となっている。過去の調査結果（平成 20、25、
30 年度）では「読まない」の割合が 47％台であっ
たが、今回はそれをはるかに超えている。「読書

図 1　  1 か月間の平均読
書冊数の推移

図 2　  不読者（0冊回答者）
の推移

全国学校図書館協議会、2024 のデータを参照に作成

Ⅰ　はじめに
2016年12月の中央教育審議会答申において「読
書は、国語科で育成を目指す資質・能力をより高
める重要な活動の一つである」と示されたことを
ふまえ、学習指導要領では［知識及び技能］に「読
書」に関する指導事項が位置付けられている。高
等学校学習指導要領国語においては、「学びに向
かう力、人間性等」に関する目標として、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させることが明
記されている１）。
一方、読書環境の現況は、読書機会の減少や読
書への苦手意識と必ずしも学習指導要領に沿った
ものにはなっていないように見受けられる。
このような読書現況の改善には、読書への動機
づけ等主体的行動が必要であり、この主体的行動
は、思考する力と密接な関係があるのではないだ
ろうか。本論においては、読書に向かう動機づけ
を促進するビブリオエッセ―作成を通した思考力
の育成について考察していく。

Ⅱ　読書教育について
1．読書環境の現況
（1）中学生と高校生の読書の変化
2024 年度実施の学校読書調査（全国学校図書
館協議会）では、1か月間の平均読書冊数は、中
学生（3,496 人）、4.1 冊（前回比－ 1.4 冊）、高校
生（4,604 人）、1.7 冊（前回比－ 0.2 冊）である２）。
図 1が示すように、前回まで順調な伸びを見せて
いた中学生の値は減少している。
図 2は、1か月間に 1冊も本を読まない不読者
の推移を示している。不読者の割合は、中学生は
23.4%（前回比＋ .3%）、高校生は 48.3%（前回比
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自分の思考過程を意識的に吟味する内省的で熟
慮的な思考は、批判的思考において重視される力
であると楠見（2022）は述べている。与えられた
情報をうのみにするのではなく、事実を正確に理
解したうえで、どこがよいか、どこに問題がある
かを客観的に分析して、考察する熟慮的な思考は、
読書によって身につけることができる重要なスキ
ルの一つになっていくと考える。
大西（2025）は、熟慮的な思考と書くことの連
関において、①自己の外的・内的世界の拡充をは
かる②他者の視座から自己を捉え直す③創造性を
豊かに働かせることが重要であることを考察して
いる。これらは、読書教育における言語活動にお
いても重要な観点になっていくと想定される。

（2）大切な本、忘れられない本の重要性
子供の読書活動の推進等に関する調査研究

（2017 年）によると小学生、中学生、高校生ともに、
大切な本や忘れられない本が「2冊以上ある」と
回答した児童・生徒は、特に読んだ本の冊数の平
均値が高くなっていることを明らかにしている。
秋田（2019）は、読書の量だけでなく、読書の
質としての忘れられない本や大切な本との出会い
を通して、読書への誘いが行われ、それらの経験
が積み重なり、読書の意義を生徒が認識するプロ
セスを形成していくことの必要性を指摘してい
る。
読書教育を推進する際に、読書の意義を学習者
が認識するプロセスを形成していくことは重要な
観点である。大切な本や忘れられない本との出会
いは、読書の世界を拓いていく契機となり、思考
する力が育まれていくことにつながっていくので
はないだろうか。

Ⅲ　読書を拓き、思考力を育成する文章指導
1．読書環境の現況アンケートの実態 
読書環境の実態を把握するためにアンケート調
査を行った。対象は、異なる特性をもった二つの
母集団を選定した。一つは一般の読書に親和性を
持った国語教育を専攻する大学生とした。もう一
つは前者の対極にあると考えられる看護学生を対
象とした。読書に対する苦手意識や読書機会の実

量は、以前に比べて減っていますか。それとも、
増えていますか」の質問に対して、「読書量は減っ
ている」は、69.1％（前年度比－ 1.8）と過去の
調査結果とあまり変わらない。
中学、高校生の読書離れだけでなく、大学生卒
業後の大人においても読書をしない人の割合が高
くなっている実態も報告されている３）。こうした
現況を払拭するためには、専門学校や大学生の段
階においても生涯にわたり読書に親しみ、自己を
向上させる習慣を身に付けることが必要となって
いく。

2．読書教育の意義
（1）読書の営み
山元（2015）は、本を読むという営みには、次
の三つの対話がなされているという。すなわち、
その本の著者（作者）との対話、自分自身との対
話、これまでの生活の中で出会った人やものとの
対話である。こうした三つの対話を通して、読者
は自らの内面を大きく広げていくことが可能と
なっていく。山元（2015）は、読書がもたらす営
みとして次の 3つを挙げている。（下線は稿者が
添えた。以下同じ）

➀  自分の内なる世界を「築く」ことであると同
時に気づくこと

➁  知識を得るためでなく、それ以上に私たち人
間に多くの作用をもたらすもの

➂  情報をそのまま受け止めるのではなく、表面
にとらわれずに対象の質を見極める力や、そ
の情報を取捨選択する基準と判断力を養う行
為
このように、読書は➀に示すように「自己の内
的世界を豊かにし、その過程において「人間の内
側に現実や他者を理解するための「受け皿」をつ
くること」（山元 2015）を可能にする。➁の「多
くの作用をもたらす」とは、自分とは異なる他者
の意見を論理的に読み取る力のみならず、前述し
た 3つの対話からもたらされた自らの問いを吟味
することや、様々な視点にたって考えることなど
が挙げられよう。➂は、批判的思考（クリティカ
ルシンキング）につながる熟慮的思考や吟味思考
などを養うことが想定される。
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若干ある。回答者は、15 名であった。アンケー
ト時には、回答結果は成績に影響しないこと、回
答結果は読書教育に関する研究目的以外使用せ
ず、研究成果の公表は個人、大学、学校が特定さ
れないように匿名性を厳守するとことを伝えてい
る。
③「本を読むことは好きか」という質問に対し
て、100％の学生が好きであると答えている。
⑤「小中高、その他を通して一番よく本を読ん
だ時期」という項目（複数回答可）に対して、小
学校、53.3％、中学校 40%、高校 0％、大学 20％
であった。

「一か月にどれくらい読みますか」の項目には、
4冊以上が76.9％、1冊から2冊が 13％、0冊は 1％
であった。4冊以上の内訳は、10 冊以上が 20％、
5冊から 9冊が 20％であった。看護学生と大学生
の③と⑤についての結果を図 3、図 4に示してい
る。

図 4　本を一番よく
読んだ時期

図 3　本を読むのが
好き ･嫌い

図 5　大学生の一か月に読む本の冊数

態を、より明確に把握するために、これら異なっ
た特性を持つグループを対比調査した。A看護専
門学校「文学」受講生の実態を把握するために、
2024 年 4 月に「文章を書くことと読書」に関す
るアンケートを行った。対象としたのは、2024
年度の「文学」受講生（1 年生 14 名）である。
回答者は 13 名である。項目は、①「文章を書く
ことは好きですか。」②  「①の理由、小中高、そ
の他の事例、文章を書くことに関して印象に残っ
ていることがあれば書いてください。」③「本を
読むことは、好きですか。」④「③の理由、読書
に関して印象に残っていることがあれば書いてく
ださい。」⑤「小中高、その他を通して一番よく
本を読んだ時期はいつですか。その理由も書いて
ください。」の 5項目である。
①「文章を書くことは好きか」という質問に対
し、ア好き　イどちらかと言えば好き　ウどちら
かと言えば嫌い　エ嫌い　の選択肢を用意した。
その結果、好きと答えた学生は、38.4％、どちら
かと言えば嫌いな学生は 53.8％と高い割合であ
る。文章を書くことに対して、苦手意識を持って
いる学生の実態が伺えた。③「本を読むことは好
きか」という質問に対して、61.5％が好きだと答
えている。どちらかといえば嫌いな学生は 30.8％
であった。④「本を読むことが好きな理由やきっ
かけ」として、小学校の司書の先生と仲がよかっ
た、読み聞かせがよかった、などが挙げられてい
た。「本を読むことが嫌い」な理由として長い文
章を読むことが好きではない、などが挙げられて
いる。⑤「小中高、その他を通して一番よく本を
読んだ時期」という質問に対して、小学校、
38％、中学校 38%、高校 15％であった。小学校
の理由としては、朝読が多く挙げられている。司
書の先生が本を読む楽しさを教えてくれたという
回答もあった。中学校の理由として、本を読んで
いくと自分の頭の中で世界が広がっていくという
回答があった。

A大学の大学生の現状を探るため、教職課程科
目「国語科授業法」の 2025 年度受講生（学士課
程 3年生 15 名、修士課程 1年生 3名、2年生 1名）
に読書に関するアンケートを行った。上記とほと
んど同じ項目であるが、新しくつけ加えた項目も
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冊の本の紹介文を学生に示した。
『君たちはどう生きるか』吉野源三郎　岩波文庫
『羊と鋼と森』　　　　　 宮下奈都　　文春文庫
『山椒大夫』　　　　　　 森鴎外　　　新潮文庫
『おバカさん』　　　　　 遠藤周作　　角川文庫
どの作品の書き方が印象に残ったのか、自分に
とって意味のある作品を選び、その理由と共にグ
ループで交流活動を行い、全体に発表させた。一
番支持が多かった『山椒大夫』の紹介文を次に示
している。

『山椒大夫』の紹介文
「ごらん。もう春になるのね」
これは、弟である厨子王を人買いである山椒大夫のも
とから逃がすために、自分の死を覚悟していた時の姉の
安寿の言葉である。この一文の前には、次の文章がある。
「安寿は重（かさ）なり合った岩の、風化した間に根
をおろして、小さい菫（すみれ）の咲いているのを見つ
けた。」
人買いによって母と祖母と別れ別れになり、船で丹後
に運ばれた安寿姫と厨子王の話は絵本などでも有名であ
る。弟を逃した後、安寿が亡くなったとは一言も書かれ
ていない。ただ、「山椒大夫一家の討手が、この坂の下
の沼の端で、小さいわらぐつを一足拾った。それは安寿
の履であった。」という文章から、読者は、安寿が近く
の沼に身を投げて亡くなったことを知るのである。そし
て、安寿の健気さに胸を打たれる。（中略）
厨子王は丹後の国分寺に逃げ込み、寺の住職に助けら
れる。教育を受けると共に、紆余曲折を経て領主となっ
ていく。その後、人買いという制度を改めさせていく手
腕も見事である。厨子王は、生き別れた母の行方を求め
て佐渡に訪ね歩くが、母との再会の場面は、ぜひ本書で
読んでほしい。
安寿の「自己犠牲」の姿、山椒大夫の追手に対して、
凛とした姿で厨子王に手を差し伸べ、追っ手からかくま
う住職の姿や弟を思う姉の心、母親をいつまでも大切に
思う子どもの心及び子を思う母の真心。短編小説であり
ながら、何度読み直しても新たな感動を与えてくれる作
品である。

『山椒大夫』の本の推薦理由として挙がった主
なコメントを次に示している。
ア  　書き始めの「ごらん。もう春になるのね」と
いう会話から書いていることが印象に残った。
冒頭の会話から入る工夫がよい。自分も人をひ
きつけられるような書き始めにしたい。
イ  　冒頭の書き出しの工夫がよい。「何度読み直
しても新たな感動を与えてくれる」とあるが、
どのような新しい感動があるのか気になった。
ウ  　「沼の端で小さいわらぐつを一足拾った。そ

この調査から、図 5に示すように、大学生は、
1カ月に8割の学生が4冊以上の本を読んでおり、
高校では本を読む機会が少ないと回答しつつも、
大学生になった現在も読書習慣が身についている
現状が伺えた。これと比して、A校の看護学生の
実態調査から、以下のことが明らかになった。
・  文章を書くことに苦手意識をもっている学生が
5割ほどいる。
・  6 割の学生は本を読むことが好きであるが、3
割の学生は、読書に苦手意識をもっている。

2．  読書に向かう「本の紹介文」作成の授業の実際
（1）「お薦めしたい本の紹介文」の言語活動
上記の看護学生の実態から、文章を書くことへ
の苦手意識を払拭させ、読書への意識を高めるた
めに、「看護師をめざす仲間にお薦めしたい本の
紹介文を書く」言語活動を行った。学習の流れを
次に示している。

【学習の流れ】
　第一次　「本の紹介文から書き方を学ぶ。」
1　  お薦めの本、5冊の紹介文を読み、一番印象に残っ
た紹介文を選び、共感したことや、読んでみたいと
思った理由を書く。

2　紹介文を書く際の技を見つける。
3　グループで交流し、全体へその情報を共有する。
4　  全体の交流を経て、自分が興味を持った作品を改め
て振り返り、その理由、考察を書く。

　第二次　  「看護師をめざす仲間に読んで聞かせたい本
を選び、紹介文を書く。」

1　書く時の留意点を確認する。
2　  どのスタイルで本の紹介文を書くのかを選び、持参
した本から下書きを作成する。

3　  グループで、自分の選んだ本の簡単なブックトーク
を行う。

4　書いた作品は、相互推敲する。
5　下書きを推敲して清書する。
　第三次　  「皆の作品から自己省察をとおした振り返り

を行う。」
1　  グループごとに代表者 3人が、本を用いてブックトー
クを行う。

2　  どのブックトークがよかったのか講評し、これまで
の学習を振り返る。

3　  冊子に皆の作品を互いに読み合い、どの作品がよかっ
たのか講評を書く。これまでの学びを振り返り、省
察する。

（2）本の紹介文から書き方の技を見つける
「読書への招き」として教師が書いた以下の 4
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④　登場人物を明確にする。
　  誰が主人公なのか、主人公はどのような人物なのか、
主人公の情報を入れる。

⑤　段落をつける。三段構成を意識する。
⑥　  最後の結びの文章は、読者に本を読ませるような書
き方の工夫をする。

  【自己の体験や看護師としての視点を踏まえて書く】
⑦　その本との出会いの情報も入れるとよい。
⑧　  自分の経験、体験と切り結ばせながら書くとよい。
⑨　看護師をめざす者としての視点を入れるとよい。

学生から引き出したお薦めの本の紹介文を書く
ための技は、「学びの質的な面を重視する「評価
基準」へと変換する換算表」として作用し、紹介
文を書く際の観点として授業実践を支えるルーブ
リックの役目を果たしていき、学習者の学びの形
成を深めていくこととなる。全ての観点を採りい
れる必要はなく、取捨選択をしながら紹介文作成
のためのルーブリックとして活用し、②のお薦め
の一節（フレーズ、会話）を入れることを共通認
識とした。
このように、皆の見つけた「お薦めの本の紹介
文を書く技」の中から、使いたい技を自由に用い
ながら、看護師をめざす仲間や看護師になった時
に患者に読んで聞かせたい本を自由に選び、お薦
めの本の紹介文を書く活動を行った。

（4）読書活動の支援　　
連休や実習の関係により、3週間の時間的な余
裕があったため、学校図書館や近隣の公立図書館
を利用してもよいことやこれまでに読んだ本の中
で自分が大切に思っている本、かけがえのない本
を持参するとよいことを助言した。「文学」の授
業では、日ごろから自らの看護観を深めるための
看護や医療に関連する本を授業の中でも教材とし
て活用している４）。本の紹介文作成の前後の授業
時には、学生が好きな本を自由に選べるように指
導者が関連する本やその他のジャンルの本を幅広
く用意し、多くの本と出会える場の設定を工夫し
て、読書活動の支援を行った。
自分の想いを書けばよい読書感想文と異なり、
ビブリオエッセーは、より他者を意識し、内容理
解や意見に責任を持って書くことに重点を置いて
いる。著者のプロフィール、本の概要、作品の背

れは安寿の履
くつ

であった」というところに、姉の
弟へのとても大きな愛と弟のためなら命を絶つ
覚悟が見えた。このように冒頭に印象に残る文
章の 1節を入れるとよい。どのような作品であ
るのか簡潔に表現しているのがよかった。

ア、イの学生が指摘するように、冒頭の書き出
しでは、読みが気になる書き方の工夫をした方が
実際に読んでみたいという気持ちにさせることや
ウの学生が捉えているように、お薦めの一節が
あった方が読み手の印象に残りやすいことに学習
者は気づいていることがわかる。

（3）  ルーブリックの役目を果たす「紹介文を書
く技」

堀江（2015）は、学習者から引き出した <言
葉の力 >のワザ表の意義として「身につけたい力」
を目に見える形にすることの重要性について言及
し、言語活動の観点を可視化する「ユニバーサル
デザイン」的配慮に基づくためにも重要な観点で
あると述べている。言語活動で身に付けた「言葉
の力」をワザ表によって目に見える形にすること
は自分がどのような工夫を凝らして書いたかとい
うことをメタ認知する場となっていくというので
ある。学習者が見つけた書き方の技を教師が整理
し、まとめたものを表 1に示している。項目の分
類は教師がまとめている。

表 1　「本の紹介文を書く技」
【表記の仕方】
①　文体は統一して書く。
②　お薦めの一節（フレーズ、会話）を入れる。
　自分が心魅かれた一節を抜き出す。
ア　本の中のセリフは、「　　」をつけて強調する。
イ　どこに視点を置くのか一例を挙げる。
ウ　文章の中で読んでほしい一文を書く。
【構成】
エ　  結末を言わないでおくことにより、読み手が興味
を惹かれるようにする。

オ　あらすじを簡潔に書くが、全ては書かない。
カ　5W1Hを入れる。

③　興味をひきつけるような書き方
キ　  冒頭部分に一番言いたいことを書くのも一つの方
法。

ク　  問題提起の形で書くとよい。（疑問形で興味を持
たせる。）
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紹介文を周囲の学生から助言を受ける交流活動を
通して、着目したい言葉のありかに気を配りなが
ら清書を書き上げていく姿が伺えた。学習者は、
こうした言葉の振り返りを通して、身につけたい
言葉の力や、身につけた言葉の力を再確認して
いった。

（6）思考力を働かせる内省的な振り返り
苅谷（2019）は、何かを書くという過程には、

より反省的なふり返りが組み込まれていると述べ
ている。推敲とは、内容と表現とをどのように結
びつけたかを振り返りながら、考えた内容を少し
でも読みやすく、伝達力という点で効果的な文章
にしようとする過程であるとも示唆する。思考と
言葉（表現）との行ったり来たりという反省や振
り返りをどれだけうまく使いこなすかが言葉の力
の重要なはたらきになるというのである。さらに、
苅谷（2019）は、文章を書く際には、「振り返る
過程自体が、ことばの力をつける上での重要で有
効なトレーニングの機会になる」と述べ、口頭の
コミュニケーションではできない思考力の発揮で
あり、思考力の鍛え方であると指摘する。これら
をふまえると、他者に伝える本の紹介文作成過程
においても次の二つのことが重要であると考え
る。
①　自己の省察的な振り返りを繰り返す
②　  読むことと書くことの往還により、思考を巡
らす
先述した Nさんは、推敲の過程で、「相手に伝

わるように具体的に文章を書く」ためには、「ど
の言葉に焦点をおくといいのか」について思考を
巡らせ、他者の本の紹介文を読む活動を通して「看
護師の視点から伝えたいことにひきつけて考えて
いく」とよいことを学んでいる。

Ⅳ　ビブリオエッセ―作成を通した学び
1．  ビブリオエッセー「耳を傾けたい、その声に」
の考察

「ビブリオエッセー」は、2019 年 4 月から 2025
年 8 月までの約 5年半にわたり、「私の一冊」と
して産経新聞夕刊 1面に読者の投稿が長期連載さ
れたものである５）。作成した「本の紹介文」を産

景、感想や批評などを盛り込んでも構わないこと
や、看護学生としての視点からの考察や、その本
から何を得られたのか、またどの点がよかったの
かを客観的に伝えて書くとよいことを助言した。

（5）推敲活動―他者との対話から自己省察へ
本の伝え合いを行った後に、書いた作品をグ
ループの中で交流し、お互いに相互推敲を行い、
コメントを書き合った。<他者からのコメント>

には、次のような言葉が記されていた。
・  自問自答がいいね。漢字に直せるところは、漢
字で書くといいよ。
・  「たとえば」と例を出しているところがよいと
思いました。
コメントは、なるべく肯定的な表現も入れるよ
うに示唆したが、相互推敲では、修正すべきとこ
ろは朱筆を入れて、こうしたらよいという観点を
採り入れながら、お互いに推敲を行った。学習者
は、それらをもとに、さらに自己推敲を行う。
第一草稿から、清書に向かう過程の中で自分が
工夫したことを学習者は次のように書いている。
・  最後の終わり方を問いかけで終わろうと決めて
いたので皆の経験を問いかけにした。
・  一番伝えたいところは、皆が共感してもらえる
ように少し表現を変えて、強調する表現に変え
ていった。
こうした「他者との対話」を経て、さらに「自
己との再対話」の学びを行っていることがわかる。
こうした学びを経て、第一草稿の構成を大きく変
え、清書に反映させていく学生の姿が多く伺えた。
Nさんは、本日の「振り返り」に、次のように
書いている。

相手に伝わるように具体的に文章を書くことが難
しかったので、よい機会でした。初めはどの言葉に
焦点をおくといいのかとまどいましたが、他の人の
紹介を聞く看護師の視点から伝えたいことにひきつ
けて考えていくといいことがわかり、そのあとは不
思議なくらいすらすらと書くことができました。先
生や友達のアドバイスを聞きながら書けたので、皆
に感謝です。

このように、「自己内対話」による第一草稿の
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巡らせている。学生イは、声をあげても声をあげ
ても届かない子や大人と他のクジラたちに聞こえ
ない高い周波数の声を「52 ヘルツの声」と表現
する比喩表現の特色をきちんと捉えている。学生
ウは、「だから、お願い。52ヘルツの声を聴かせて」
というキナコのひたむきな言葉を H．Kさんが
一番印象に残っている言葉として書くことによ
り、読み手がひきつけられるその効果を評価して
いる。さらに、H・Kさんが本の内容を吟味し、「こ
こは、自分はそうはならない」というところをしっ
かりと批判的思考を働かせており、自分が医療に
携わるうえで大切にしたいところをきちんと伝え
ているところを評価している。

2．  ビブリオエッセー「託された大切な言葉」の
考察
次頁の【資料 2】は、2024 年 8 月 19 日付夕刊
に掲載された Aさんの「ビブリオエッセー」で
ある７）。『飛鳥へ、そしてまだ見ぬ子へ―若き医
師が死の直前まで綴った愛の手記』について、「ひ
とりで悩み、ひとりで苦しみ、ひとりで泣く」人
の苦悩を察する井村氏の思いを受け止めつつ、看
護師をめざす立場から生と死についてしっかりと
自分なりの考察を行っている。Aさんのビブリオ
エッセー「託された大切な言葉」は、幕を閉じる
7、8月の最後の月間賞を受賞した。

Aさんは、月間賞の受賞後、受賞のインタビュー
に次のように答えている。
「新聞の 1面に自分の文章が載るとは信じられ
ない驚きでした。さらに月間賞で 2度目のまさか
です。しかもビブリオ最後の月間賞と聞いて 3度
目の感激は言葉になりません。看護専門学校の授
業で選んだ一冊でした。有名な本だとは知らずに
開いたページの印象から書き始めたのですが、読
み進むと医師である著者の思いがやがて未来への
希望に変わっていくことに深く感動しました。医
療の現場で働く自分の将来に重ねて、この本への
感謝は尽きません。」
井村医師の思いが未来への希望に変わっていっ
た経緯を自分がこれから進む看護師としての思い
と重ね合わせて考えていることが伝わってくる。
「この本への感謝は尽きません」という言葉から、

経新聞「ビブリオエッセ―」に応募することに賛
同してくれた学生は 11 人であった。その作品中、
4人の学生の作品が産経新聞に掲載された。次頁
の【資料 1】は 2024 年 7 月 31 日付夕刊に掲載さ
れた H・Kさんの「ビブリオエッセー」である６）。
『52 ヘルツのクジラたち』を再読して、新たに発
見した自らの思いをしっかりと伝えている。「声
なき声にも耳を傾け、手を差し伸べられるように
なりたい」と自分のめざす看護師としての視点か
ら思考を巡らせていることが伺える。
冊子にした皆の作品及び新聞に掲載された 4人
のビブリオエッセ―を紹介し、どの作品がよかっ
たのかという講評を書かせた。その後改めて自分
の作品を振り返り、気付いたことを書く活動を
行った。H・Kさんの「耳を傾けたい、その声に」
に寄せられたコメントを以下に記す。

〈「耳を傾けたい、その声に」に寄せられたコメント〉
ア　人のやさしさが人を救う話に感動した。人の
心と声はトラウマを克服させるほどの勇気を与
え、癒すその過程は看護職を目指す自身にとて
も響いた。 
　言葉の使い方一つで人を傷つけたり、人を癒
したり、とても考えさせられる内容だった

イ　声をあげても大人に届かない子や大人がいる
人たちと他のクジラたちに聞こえない高い周波
数の比喩表現がとても気に入った。自分とも共
感できる部分があり、この本を選んだ。

ウ　「だからお願い。52 ヘルツの声を聴かせて」
という文を自分が印象に残っている文章として
書いているところがいいと思いました。自分も
将来、医療に関わるうえで大切にしたいこと、
本の内容の「ここは、自分はそうはならない」
というところをしっかりと書けていてとても印
象に残ったので選びました。

学生アは、「人の心と声はトラウマを克服させ
るほどの勇気を与え、癒すその過程は看護職を目
指す自身にとても響いた」と自らの看護観と照ら
し合わせながら考察をしている。
また、言葉の使い方一つで生じるその功罪に着
目し、「言葉の使い方」の重要性について思考を
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に考察していく。

1．  ビブリオエッセー「託された大切な言葉」を
選んだ学生の読書への動機づけ

ア　話の内容がわかりやすくて読みやすかった。
本の内容は、31 歳でこの世を去った医師が、今
後の娘さんに向けて書いた本である。私は、特に
苦しい時に助けてくれるような「生きている限り
生き、歩ける限り歩く」、「けっしてあきらめるな」
という文が心に響いた。実際に読んでみたいと
思った。
イ　冒頭、自殺について書かれていて、私の友人
にもずっと悩んでいた子がいたことを思い出し
た。（中略）井村医師のように、その人の苦悩を
思いやれる人に私もなりたいと思った。主人公の
井村医師は、病気にかかり、足を切断してもなお
患者のために仕事に取り組む、いつ死ぬかわから
ないのに娘たちに残す手紙が、私からすると切な
くて・・・。この本をもっと読みたいと思った。

アの学生は、自分が一番心に響いた一節を根拠
と共に示すことができている。イの学生は、自分
の経験と照らし合わせながら、井村氏のようにそ
の人の苦悩を思いやれるような人になりたいと
しっかりと自分の考察を述べている。両者共に、
この本を読みたいという読書に対する動機づけが
促されていることが伺えた。

Aさんにとってこの本がかけがえのない 1 冊に
なっていることが伺える。産経新聞 2024 年 9 月
26 日付夕刊に掲載された月間賞の選者は、次の
ように述べている８）。
福嶋聡（ジュンク堂書店難波店店長）「『飛鳥へ、
そしてまだ見ぬ子へ―若き医師が死の直前まで
綴った愛の手記』は僕が本屋の仕事を始めた頃か
らあった本。それを若い人が選んで書いてくれま
した。この本は書き残しておくことの大切さを感
じてすごいなあと思いました。どんな本を選ぶの
かも重要です。自殺の問題など著者の思いを具体
的に取り上げている点もいいと思いました。」
江南亜美子（書評家・京都芸術大学専任講師）「模
範解答的すぎない素直な書きぶりに、ぐっときま
すね。19 歳の若者が自分の生まれるはるか前の
本を選び、きちんと読んで文章化してくれた。ビ
ブリオエッセーのひとつの理想のかたちでした。」
二人の選者は、「40 年以上も昔に書かれたこの
本が私にこれからの道を示してくれた」という一
文につながる自殺の問題について、井村医師の思
いを自分なりに受け止めて素直に表現しているこ
とを評価しており、本を選書することの重要性を
示唆している。

Ⅴ　  ビブリオエッセー作成を通した主体的行動へ
のつながり
ビブリオエッセー作成を通して学生は、どのよ
うな学びを得たのか、以下学生の振り返りをもと

【資料 1】　2024 年 7月 31 日付産経新聞夕刊に掲載されたＨ・Ｋさんの「ビブリオエッセー」
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3．新聞に掲載された学生の振り返り　
ビブリオエッセーが新聞に掲載された 4人の学
生の振り返りの抜粋を次に示す。
ア　文章を書くことに対して、苦手意識をもって
いたが、少し自分に自信がついた。こうした振
り返りを書く時などで自信を持って文章を書け
るようになった。

イ　自分は今まで文章を書くことに苦手意識を感
じていました。今回、ビブリオエッセーに選ん
でいただき、自分の気持ちの伝え方や言葉選び
に自信がつきました。言葉は少しでも変えると
意味や伝わり方が変わることを学びました。

ウ　自分の文章に共感してくれた人が多く、改め
てこの小説を読んでよかったと思えた。また本
を読もうという気になれた。（資料 1の H・K
さん）

エ　授業中に初めて読んだ本が選ばれて、とても
嬉しかった。自分の作品を読み、改めてこの本
の良さを感じることができた。（資料 2の Aさ
ん）

これまで文章を書くことに対して、苦手意識を
もっていたア、イの学生が、ビブリオエッセー掲
載をきっかけに自らの気持ちの伝え方や言葉選び
に自信をもって臨むことができるようになったこ
とが伺える。ウ、エの学生は自分の選んだ本の価
値について改めて認識し、思考を巡らせている。
他者からの共感は、読書に向かう動機づけを拓く
一助になっていくことが伺えた。

2．皆の作品を通した学習者の社会生活への反映
冊子にした皆の作品を読み、改めて自分の作品
を振り返った際に、気づいたことや考えさせられ
たことを書かせた。学生の振り返りを次に示す。
ア　とても読み応えのある作品ばかりで実際に読
んでみたくなった。どれも命の尊さや命に触れ
るような作品が多く、とても考えさせられるよ
うなものばかりだ。人の死を選ぶとはどういう
ことなのか、どのような意味があるのか、患者
に寄り添って患者の気持ちの意味を考えられる
ような看護師になりたいと考えさせられた。

イ　人の命は何があっても人によって侵されるべ
きではないと改めて感じさせられた。自分の作
品は、死が救いかどうかテーマに綴ったが、心
が人の心を救うお話ママを読んで、心が人を成
り立たせているから、感じなくなることは、す
なわち、心が死んでいる、死と同義ではないか
と考えさせられた。

アの学生は、命の尊さに触れる作品から、患者
に寄り添い、患者の気持ちの奥にあるその意味を
考えられるような看護師になりたいと自分の思い
を伝えている。イの学生は、自分の作品とは別の
観点から書かれている他者の作品から、死につい
ての思考を巡らせている。このように、他者の作
品を読むことを通して、改めて自分の看護観と切
り結ばせながら、生と死について吟味したり、熟
考したりする過程を通して、社会生活への反映が
伺えた。

【資料 2】　2024 年 8月 19 日付産経新聞夕刊に掲載されたAさんの「ビブリオエッセー」
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おいて、振り返る過程を何度か繰り返した。こう
した学習活動を通し、より他者の作品や自己の作
品について吟味する力や熟慮的思考力の萌芽を確
認することができた。図 6は、読書環境の現況を
もとに、読書教育と文章指導により思考する力を
拓き、主体的行動から読書環境を改善するまでの
過程を示した概念図である。図に示したように、
自己を省察する力は、やがて、看護師として問題
に直面したとき、自分自身の判断を自覚的に問い
かけ続け、吟味して熟慮する力及び多角的な思考
力を深めていくのではないかと考える。これを具
現化している学生の振り返りの抜粋を次に記す。

「文学」の授業を通して、他の人のレポートや課題
の紹介を聞いている時が一番学びがあった。誰かの
作品を聞く度に自分にない視点からの考察や表現力、
言い回しなど多く見聞できてとても興味深く感心し
ていた。
また、日常生活で関わる人のまだ見ぬ感性や多様

な価値観を知ることができ、その人の日常の言動だ
けでどういう人物かを決めつけていたことを知った。
いわゆる「バイアス」で他の人を理解しているつも
りになっていたことがわかり、一元的な視点になっ
ていることに気づくことができた点もこの授業で学
んだことである。
このことから、他者の意見や価値観に触れること

で、自分の見識を広げる大切さと他者をバイアスで
決めつけず、受け止める重要性、多義性を認める多
角的な視点が重要だとわかった。

この振り返りが示すように、他者に作品を紹介
するという伝え合いを通した読書教育と文章指導
によって、次の三つの思考する力を具現化できる
ようになった。
ア　自分の思考過程と自己を省祭する力
イ  　他者との伝え合いから熟慮的思考を巡らせ
る力
ウ　多角的な視点を包括する思考力
今回の実践において、Ⅳ章の資料 1に示したビ
ブリオエッセ－を例にとると、アに示された「自
己の思考過程と自己を省察する力」の育成により、
将来の医療に携わる仕事における決意が導き出さ
れている。これは、将来の社会生活への反映であ
り、主体的な行動への萌芽となったと考えられる。

Ⅵ　考察と今後の課題
「文学」の最終授業に、これまでの授業を通して、
自分にとって意味（価値）があると感じた取り組
みとその理由を書かせた。「お薦めの本の紹介文
作成」は、「『看護とはどんな仕事か 7人のトップ
ランナーたち』を読んで」と並び、最も学生の評
価が高かった。学生が書いた「文学」の授業の学
びの振り返りの抜粋を以下に示す。
ア　本の紹介文を作成することで、本を読み、要
約して他者に紹介し、自分のお気に入りを人に
伝えることができた。友達の作品にコメントを
書くことにより、多く本を知ることができ、素
直な感想を伝え合うことができた。

イ　「文学」の授業において文章を書く機会がた
くさんあった。私達は、看護師を目指す中で実
習レポートや患者さんの記録など多くの機会で
文章を書くときがある。その時に、臨機応変に
正しく書くことは重要だと考える。また、友達
の作品にコメントを書くことにおいて、その時
に自分がどう思ったかをきちんとまとめる力、
相手に思っていることを伝える力がついたと考
える。
このように、他者に伝えようとする本の紹介文
作成において、学生は次の二つの力を身につけて
いったことが確認できた。
・書く過程におけるさまざまな振り返りを通した
自己を省察する力

・他者との伝え合いから熟慮的思考を巡らせる力

本を紹介するという仲間と交流する活動の中に

図 6　読書教育と文章指導の概念図
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上直子論説委員と 2人で考案したことから端を発してい
ることを荻原氏からお聞きした。2019 年 4 月から 2024
年 8 月までの約 5 年半の 1320 回を荻原靖史編集委員が
担当された。

６）「耳を傾けたい、その声に」産経新聞 2024 年 7 月 31 日、
夕刊、4版、p.1

７） 「託された大切な言葉」」産経新聞 2024年 8月 19日、夕刊、
4版、p.1

８）「ビブリオエッセー選考会」産経新聞 2024 年 9 月 26 日、
夕刊、4版、p.3
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Ⅲ章で示した図 4の「本を一番よく読んだ時期」
のグラフからは、高校生の時の大きな落ち込みが
明示されていた。大学生の時には復帰傾向が読み
取れたが、今回の実践は、この復帰傾向の延長に
ある社会人になった時に、さらに読書への動機付
けを促進するものと考えている。ひいては、読書
機会の増加や読書意欲の向上により、生涯にわ
たって読書に親しむ習慣を養い、読書現況の改善
につながればと期待している。
自分の思考過程と自己を省祭する習慣が形成で
きるように、学生の読書に向かう動機づけや思考
する力を拓いていく方法を今後も探究し、主体的
な行動の育成につないでいきたい。
また、読書への啓発を図るために、医療や看護
関連に関するお薦めの本の紹介や、リストの一覧
を学生と共に作成して共有することや、近隣の図
書館や学校図書館との連携を図ることなどの読書
活動への支援については今後の課題である。
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